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野辺山ミリ波干渉計を用いてNGC4569中心部におけるCOガスの高分解能観測を行なった。この観測はミリ
波干渉計長期共同利用プロジェクトの一環として行われたものである。

NGC4569はおとめ座銀河団中心部に位置している銀河で、中心部活動性が高い銀河として知られている。CO
観測の観測から以下のような特徴的な構造が見られたので報告する。

(1)Dense Molecular Disk: 中心部にCOガスが集中して分布していることが確認された (∼ 2× 109M⊙, R < 1
kpc)。銀河中心 1 kpcでの回転速度を 177 km s−1とすると中心部質量は 7.3× 109M⊙であり、集中度が高いこ
とを示している。また干渉計の長基線に重みをおいた解析 (uniform weighting)により約 2”空間分解能で CO分
布を調べると、中心部は COガスの抜けたリング構造をしているということが分かった。また中心部 COディス
クの外側にはさらに diffuseな COリングが存在しており、HI、Hαのイメージとも一致している。

(2)Velocity Field: 中心部速度場は S字型に歪み、回転運動から大きく外れている。このような速度場は基本
的に (1)warping、(2)inflowまたは outflow、(3)バーポテンシャルによるガスの運動、といった解釈が可能であ
る。NGC4569の場合、COガス分布等から warpingの可能性は低いことが分かった。またminor axisに沿った
position-velosity図から inflowの傾向が見られ、(2)(3)の可能性が高いことが分かった。COガスの中心集中や中
心部活動性の一つの解釈として、このようなガスの運動が挙げられる。


